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1. フタモンコ ガネの記録

フタモンコ ガネ Proagopertha ohbayashii NoMURA
は, 1965年, 野村 氏によ1) i中細本島から新種として記
般されたコガネムシであるが, 原記,彼以来, 追加記録が

ないようなので, '1-者の手もとの標本により新産地を記
録しておきたい。

1 , 沖繩本島伊湯 , 1962, vi , 3 (図1 )
1 , 沖組本島比地川周辺, l963, vi, 25 (図2 )
1 , 沖細本島伊i場 ff, 1961, vi, 26 (図3 )
この3 標本はいずれも知念 -氏より.i i与されたもの
で, 採集者は地元の高校生とのことである。これらの同

にあたっては原 '・  者の野村先生に検視していただいた。

原記,alによれば, 本種はi中細本島よなは岳にて, 1964
年7 月24 日, 大林延夫氏の採集された 1 1 を基本

標本として新種の提称がなされている。 原産地よなは x一
と, 今・回 者の報告した新産地とは, いずれも、t中細本島
北部に位l置するところで, 特によなはl岳と伊湯111とはfill
続きの山であるから, 新産地の報告といつてもそれ程新
規なものではない。

さらに, 各標本の採集年月口を比較してみると, いず

れもほぼ同じ時期であるので, 本極の成虫の出現期は,
7 月下l itから 8 月上句「にあるとみてよかろう。

本利iはそれほど商n 和l とは思われないのに記,成以後記録
報告があまりないのは, 過去図鑑などに図, j、 されたこ

Fig. 1~3 フ タモンコカネ 1. 沖繩本島伊l易-fii産 2. 沖繩本島比地川産 3. 1中細本島伊1場ll:産
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とがないことや, 原記載が英文のみであるために普及性

に多少の難があることなどが原因と思われる。 そこで以

下に, 筆者の所有標本に基いて, 本種の再記載を記し,
同好の士の便に供したい。

Proagopertha ohbaUashii NoMURA フ タ モ ン コ

ガネ

(Ent. Rev. of Japan, XVI(1), pp 6~7, 1965)
体は長卵形。 背面はふくらむ。 光沢あり。 上面は無

毛。 下面は長毛をもつ。

頭: 頭幅は台形で中 ｮは長さの2  倍,  側緩はなめらかに
前方に円まり, 前緑角は円い。前・ 側緑は上反する。上

面は密にややしわ状にあらく点刻される。 前頭会線は細

くて明瞭。 前頭は頭糖とほぼ同様な点刻をもつ。 後頭は

やや疎に点刻され, 頭頂には点刻を欠く部分があること

もあり, 特にそこにたてのやや深いみぞをもっこともあ

る。 触角は9 節, 片状部は3 節で, では柄部より長く

では短かい。

前胸背 : 長さより幅広い。側維はふちどられ, 数本の

長毛を列生する。 側緑の後半部はほぼ直線であるが, 中

央部付近でゆるく前方にせばまり, 前緑角の直前で渡曲

する。 前系 \角はとがる。 前縁はふちどられ,  中央部はほ
ぼ直線状。後緑角は鈍角で, ふちどられるが, 後縁中央

部はひろくふちどりを欠く。上面は両側および前系表部に

頭部とほぼ同大の点刻を密にもち, 中央後平一部に疎に小

点刻をもち, 時にそこにたて長の無点刻部をもっことが

ある。

小橘板 : 長さより中 ｮ広く,  先端はにぶい。前胸背後系
部の点刻とほぼ同大の徴小点刻を少数まばらにもつ。

翅 : 組大な点刻をふくむ10条の条構がある。 各間室
はややふく らみ, 時に後端部において強くふくらむ。 .1,1
部後方に不規則なしわ状の国陥部をもつ。第1 ・3 ・5
間室にはほぼ1 列をなす組大な点刻 (条iff内点刻とほぽ

F ig. 6 O ,cetoma jM- nda

同大) があり, 時に点刻の周囲が圧せられてしわ状を呈

する。側片は基部で事品広く, 後基節の後縁あたりまでた

どれる。側緑隆起は後手ま・角あたりまである。側緑膜は第

l 腹節の後縁あたりからはじまり, 期端をぉぉう。

尾節板 : 長さより申a広い。 後系 \は強くふちどられ,  長
毛を列生する。 上面は, 基部画側にくぼみをもっことも

あり, 組大点刻をやや疎にそなえるが, 中央部に無点刻

部分をもっこともある。 前尾節板は尾節板と同様の点刻

をそなえる。

後胸下面: 後胸板は, 正中部にやや深いたてみぞを有

する滑沢な中央構部をのぞいて, 組大な点刻と長毛をそ

なえる。前系表中央は, 中基節間に水平に実出し, その先

端はにぶい。 後胸前側版は波刺大に彫刻され, 長毛をそ

なえる。

腹部 : 各腹節は中央はf東 に両側はやや密に組造な点刻

を有し, ほぼ1 列の直毛を列生する。第 l ~ 3 腹節の両

側はかどばる。 時に第2 ~ 3 節はよわい。 では.9;ll端に
やや常に長毛をそなえる。

脚 : 前脛節は2 外歯をそなえ, ともに端方内側に

l 棘をそなえる。 前匀・1  節の内爪および中Pf・ i節の外爪は
する。 各腿節は長毛をそなえるが, 時に後腿節ではほ
とんどこれを欠く。

F ig. 4 0.r.yceto'tt'a juc・utlda F ig. 5 0. fortictda
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F ig. 8 Of yceton,a F ig. 9 0 . fo,-tl'a‘fa
J'l‘a‘nda

色彩 : で色彩を異にする。 , l ti赤概色で, 緑~
紫色の金属光沢をもつ。頭部・ 前胸背の中央両側・ 小相i
板およびその周辺部・ 地事fl会合部および周緑・ 中胸板・

後胸板の中央部・ 脛腿節の接合部・ f付節はff'色。時に濃
色部を全く欠いて, 全体が演赤褐色となる個体もある。

, 黒褐色で, jf?部・ 前胸背・ 尾節版および後肢は強い

緑色金属光沢をもつ。 地 のさかさ八の字形のふとい紋

は茶褐色。各量f・1節・ 前中腦i節・ 触角・ 口肢は赤褐色で紫

金色の金属光沢をもつ。 本總は ともに色彩の変異が

多いようである。

体長 : 約9 mm, 約 11mm

2. 対馬の 0 x ucetonia
日本に産するコアオハナムグリ属 0◆rycetonla には,
コアオハナムグリ 0. J'ucmlda (FALDERMANN) とァオ

ヒメハナムグリ 0. forticula (JANsON) の 2 種がある
とされている。  この両者のあっかい方については,
fortiadaを jucundaのIIE種とする考え方もあり,  ま

た, J'ucunda, forticuZa をそれぞれ独立種とし,  さらに

ju - ndaにいくつかの 事重を設定する考え方もある。 こ

の点についての見解は後日にゆずるとして,  今回は,
0. juc・uncia と 0. forti(・ufa を別極とみなして論じてみ
たいo

両者の区別については, -一般に体色 (特に下面の) の

相違, 自紋 (特に中胸側版の) の有無, 中胸実起の形状

などの形質が用いられている。 これらは識別点としてあ

る程度使利ではあるが, 多数の個体を検してみるとかな

り不安'i なものであることがわかる。 者は約10001if1の
個体を被検した結果, 両 lの識別点としては, 、1)f ｪ相の
彫刻の状態, l2)通?i会合線に沿う隆起, 0 ::t'胸側 の自

紋の有無の三要素を組み合わせる方法が良いと考えるに

いたった。 つぎに両種iの相遮を記してみる。
このような特徴に基いて両極を区別してみると, 対馬

③

l Ory - om'a jucunda1
l心円状に, しわまたは
1細ないぽ状実起をよそお

1う。側緑部はしわ状になる事が多い。 (図4 )

地会合線1一般にその楼はにぶく,
に u')  う降起翻船より基方にむかって
の楼 1のび, のほぼ平一分よ

り手前で終わる。 (会合1

降両側にillぶ2 対のl'l被のほぽ中間かその手前
にまでのびる) (図6)

刻でおおわれる。 側緑書

は長形の点刻で虫喰状に
なることもあるが, し

状にはならない。 (図5
接はするどく, 特に末端
は強大になる こ とが多

い。 越 の平一分よりさら

に基方にのびる。  (2 対
の白教の ) ち基方のl' l l文
にまでほぽ達する) (図
7 )

中胸側板の
自,F文

左右に各1 白紋をそなえ

る。 (・fliに左右のいずれ
か, または両方を欠くこ

とがある) (図8 )

白紋を全く欠く。 (図9 )

(長崎県) の 0.ryceton,a は2 稱 あることがわかった。 そ

こで対馬より0. fort,c・ufaを新記録として報111しておく。
0.rycelonla fo'-fia‘Ia (JANsON)
ア オ ヒ メ ハナム グリ

1 , 長崎県対馬, 1959, , 3, 藤岡知夫採集 (図10)
標本は-幸者保管 ( rti川敏之氏より恵与)
この個体は上面・ 下面とも深緑色で, 上面の自紋の発

速は悪く , 翅 会合線に沿う2 対の白紋はかろうじて認

められる。 会合線に沿う隆起の稜はやや発速が.'起iく , 右

翅事自の隆起の校は基方の自紋の位置までとどいている
が, 左翅 のそれはやや手前で終わっている。 中胸側板
の白紋は欠いている。体長13. 5mm。
者の所蔵標本の中で, 0. forticutaと認められるも

のは, 本州南部 (和歌山県) ・ 四国 (高知県有l島, 徳島県

核野郡大山村) - 九州(鹿児島県佐多 , 下こしき島, 大

隅諾島の里島, ト カ ラ

F ig. 10 0.r◆ycetou'a forticula
(対馬産)
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語島の中之島, 美大

島) ・ 沖細県 (、1中繩本
島 ) の各地の標本があ

る。 同の長崎県対馬

の個体は北限を示す標

本である。

付記 : 本稿を ill_する
に.あたり, 標本を意lf-
された方々に対し, 深

い感謝の意を表わした
し、o

0 . fort,ctlia


